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現 地 報 告

生長が早く、地域の緑
化に最適な樹種。植林
事業ではもっとも植林
数が多い。

ヒマラヤ地域の固有種で
水分がなくても成長が早
く、活着率が高い。成木
は優良な木材となる。

生長が早く、優秀な木
材となる植林の主要
木。

生長がはやく、薪には
用いられないが建築材
として重宝される。

枝葉ともに優良な飼料
木 と な る 。 標 高
1,700m程度の比較的
低地を好む。

図1　第Ⅰ類樹種（5種類）

サリジャ事業区でのみ植
林。繊維を用いて紙漉き
事業を展開する有用樹木

胡椒に似た実が獲れ、
地域の食生活には不可
欠。

薪・建築材などにもっ
とも用いられる樹木。
広範囲に自生する。

例年10～11月に開花す
る秋桜。ソメイヨシノの
原種とも言われる。

イチジク属の低木で飼
料木として枝葉を用い
る。

ヒマラヤ保全協会ではこれまで46年間に渡りネパー
ルで活動を実施し、なかでも1970年代から実施してい
る植林事業では、2014年6月に植林総本数100万本、
植林面積では約613万㎡を達成しました。これは東京
ドーム131個分、東京ディズニーランド12個分、皇居
5個分の面積を森へと変えたこととなります。そこで、
これまであまり紹介されていなかった、「どんな木を
植えているのか？」をご紹介したいと思います（植えているのか？」をご紹介したいと思います（※
2010～2015年の植林実績で算出）。
地域の生活林再生には現在、全部で42種類の有用樹
種が植林に用いられています。これら植林樹は植林本
数／植林頻度に応じて、第Ⅰ類～第Ⅲ類の3つのカテゴ
リーに分類されます。
第Ⅰ類［植林本数が約4,001株以上の植林樹］（図1）
　①パツラマツPinus Patula／②ヒマラヤマツPinus 
Roxburghii、③オオガタマノキMichelia Exceisa／④オ
ーストラリアチャンチンCedrelaToona (Toona ciliata)
／⑤イチジクの一種Ficus Semicordataの5種類が分類

されます。なかでもパツラマツは生育が早く丈夫なた
め、地域の木材資源として植林樹全体の38.0%を占め
ています。導入地点数（プロット）でも最多の51地点
に導入され、現在もっとも広範に用いられている樹種
となっています。
第Ⅱ類第Ⅱ類［植林本数が約2,001～4,000株の植林樹］（図
2）⑥ネパーリーペーパープラントDaphne bholua／⑦
フユザンショウZantoxylum Armatum／⑧ネパールハ
ンノキAlnus Nepalensis／⑨ヒマラヤザクラPrunus 
Cerasoides／⑩オオバイチジクFicus Auriculataの5種
類が分類されます。ただし、ネパーリーペーパープラ
ントは4,540株の植樹がありますが、サリジャ村だけ
に限定された植林樹のため第II類に分類しています。に限定された植林樹のため第II類に分類しています。
第Ⅲ類［植林本数が約2,000株以下を分類］　第Ⅲ類
の「⑪その他」には32種類があり、その大部分は単一
事業区もしくは2事業区のみで植林され、試験的もしく
は特定の地域の用途に用いられています。

会長
相馬 拓也

図2　 第Ⅱ類樹種（5種類）
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図5　樹木別の建築適材と利用状況 活動地の伝統的な家屋の一例 

図4b.薪使用量の比較[事業区別]図4a.樹種別の薪利用率

図3 植林樹種の内訳比率(全植林区)

ネパール農山村の暮らしでは、有用樹木はおおきく
分けて「薪」「建築材」「飼料木」の3種類の利用があ
ります。
たきぎたきぎ：　樹木でもっとも重要な利用法は、日々の煮
炊きに使う薪（たきぎ）です。樹種ではネパールハン
ノキがもっとも多く薪として消費されています。ハン
ノキ属は油分を含むためよく燃え、また良質な炭とし
て東アジア全域で用いられています。ネパールハンノ
キ、ヒメツバキ、マウワの3種目で、たきぎ消費の
65.8%を占めており、地域生活のなかできわめて重要
な植林樹となっています（図4）。な植林樹となっています（図4）。
建築材：　ネパールの伝統的な家屋は石材、木材、
泥・畜糞の漆喰などでできています。ここでもネパー

ルハンノキ、それとマツ全般が利用され、とくに家屋
の梁柱、窓枠、手すりなどに幅広く利用されます。の梁柱、窓枠、手すりなどに幅広く利用されます。ほ
かにもオーストラリアチャンチンは木材の強度が高
く、おもに支柱材として家屋の建築に不可欠となって
います。建築材を樹種別に見てみると、①ネパールハ
ンノキ、②マツ全般、③オーストラリアチャンチンの
利用度は卓越して高く、3品種で全体の65.8%を占めて
います（図5）。
飼料木飼料木：　農山村にはおもにヤギとスイギュウが飼育
されています。夏の間は牧草などでも飼育できます
が、冬季にはたくさんの飼葉が与えられます。なかで
も、オオバイチジクFicus Auriculataを含む4種類のイ
チジク属が飼料木の57.0%占めています。ブラウンオ
ーク、ヒマラヤウラジロガシ、アラカシなどのブナ科

コナラ属も枝打
ちした枝葉が飼
料に用いられま
す。飼料木は牧
草資源の乏しい
冬季のみに与え
ら れ る こ と か
ら、家畜にとら、家畜にとっ
て冬の重要な飼
葉となっていま
す。

これらの他にも、伝統的な「鋤」や「農耕
具」には、いずれも材が堅くしなやかなアラ
カシやヒメツバキなどが利用されています。
椅子、テーブル、ベッド、棚、収納箱など家
具には、オーストラリアチャンチン、ヒマラ
ヤマツ、ヒマラヤゴヨウなどの用途幅の広い
樹種が用いられます。ネパールには多種多様
な樹木があり、農村の生活では伝統的に樹な樹木があり、農村の生活では伝統的に樹木
が生活用途に合わせて利用されてきました。
無駄な樹木などは一本もなく、在来の知恵を
活かして農山村では有用樹として暮らしに役
立てられているのです。

これら第I類～第Ⅲ類樹種の植林割合はで、第Ⅰ類
76.1%／第Ⅱ類13.4%／第Ⅲ類10.5%で植林されていま
す（図3）。I類樹・II類樹①～⑩のうち上位2種（パツ
ラマツ／ヒマラヤマツ）は針葉樹で総計69,186本、そ
のほか8種は広葉樹で総計50,977本が植林されました
（2010年4月～2015年5月時点）。各植林事業区は立
地、自然環境、海抜標高などに大きな相違があります
。これら植林樹種はIHCが樹種を選定したり、依頼する。これら植林樹種はIHCが樹種を選定したり、依頼する
わけではなく、現地の人々がそのニーズに合わせて独
自で決めています。そのため、植林樹種の選定と割合
は、各地域によって多様性が生まれているのです。
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2019年度は 3 村のプロジェクトサイトで植
林・育苗が行われました。年間の育苗数は、ジー
ン村で21,886本（前年16,030本）、バランジャ
村22,573本（前年10,406本）、2017年度に苗畑

を新設したレスパル村8,160本（前年6,664本）
となり、合計植樹本数は52,619本となりました
（表1）。昨年度は数年に1度訪れる種の不作の年
で、樹種によっては種子がほとんど収穫できませ

2020 年 6 月 6 日(土) 15:00~16:00  Web 上での Zoom 総会を開催いたしました。議案書をこ
こに掲載いたします。
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IHCの現地活動は、1970年代にシーカ谷での開
発支援により始められました。今回は、こうした
IHCの地域支援活動の原点ともいうべきスワンタ
村、パウダル村、シーカ村の3村を、2019年11月
に訪問してきました（図1）。

(1)(1) パウダル村のチーズ工房：　パウダル村では
2000年代初めころに、チーズ工房を村人ととも
に設立しました。その後、チーズ工房も独自に外
部からの支援や援助を受入れ、2019年現在も元
気に活動しています。チーズ工房は毎朝7：00～
9:00頃に、しぼりたてのミルクを村人が持ち寄っ
て買い取っています。買い取り価格は、生乳に含
まれる乳脂肪分に応じて支払います。これにまれる乳脂肪分に応じて支払います。これによ
り、村内の乳牛飼育舎にも、現金収入が発生して
います。現在は、7頭の乳牛からとれた生乳で、
チーズを作っています。チーズ工房の収益は、ほ
ぼすべてがパウダル村にある唯一の学校に寄付さ
れます。同村の学校は所属する教員の給与や設備
などを自己資金でまかなうことがむつかしく、チ
ーズ工房は貴重な収入源でもあるのです。見学ーズ工房は貴重な収入源でもあるのです。見学か
らは、よりたくさんの生乳を確保することとされ
ています。

今後は、乳用牛の提供や学校児童とのチーズ作
りによるブランド化など、IHCとして支援を提供
したいと考えています。

(2)(2) スワンタ村のロープライン設置：　スワンタ
村は1970年代に、川喜田二郎先生が初めてロー
プラインを設営した場所であり、本会活動のいわ
ば原点でもある土地です。現在はコプラ・ダンダ
やアンナプルナ・ベースキャンプなどに通ずる経
由地点として、シーカ谷のなかでもおおくのトレ
ッカーや外国人客でにぎわっています。ゲストハ
ウスも5軒ほどがあり、小さな村にもかかわウスも5軒ほどがあり、小さな村にもかかわら
ず、活気のある場所です。この村では2本のロー
プラインが設置されています。このうちの1本が
いまでも薪や飼料木の運搬に使用されています。
しっかりと固定されたロープラインの全長はおよ
そ480mに及び、東側の山の斜面まで伸びていま
す。現在の課題は、ワイヤーそのものよりも荷物
の運搬に使う滑車が経年劣化しているとのことの運搬に使う滑車が経年劣化しているとのことで
した。
次回の訪問時には、村の代表者にIHCから滑車
数台を贈呈したいと考えています。

 図 1 パウダル、スワンタ、シーカでの活動風景①

んでした。今年は順調に種子の採取や育苗が行わ
れ、前年比で+58.9％の生産が実施できました。
また、レスパル村では2017年度に新しく苗畑が
設立され、育苗から植林までが実施されることに

になりました。この地域は急傾斜への植林が必要
す。植林活動は例年6月～7月にかけて実施され、
村議会で植林日を取り決めて村に周知し、村人が
参加する形式となっています。
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本会事業の一環として2017年11月に、バラン
ジャ村で59株のキウイ栽培の試験区(0.18ha)を開
始しました。現在はIHC-Nスタッフが2ヵ月に2～
3回、管理に訪れています。同村では今年も引き
続き、キウイフルーツ農園でキウイが元気に育っ
ています。早生の苗木では、いくつかのキウイフ
ルーツの結実も確認することができました。本年
度はアジア生協協力基金2019年度一般公募助度はアジア生協協力基金2019年度一般公募助成
事業に採択され、「キウイ栽培による地域の生活
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ツ栽培区画の測量や調査もあわせて実施してきま
した。また6～7月にも現地に渡航（10日間）
し、キウイフルーツに不可欠な栽培技術、①剪
定、②人工授粉、③キウイ保管方法、④施肥や植
物ホルモンなどの使用方法などについて指導を行
ってきました。実際に現地では、IHCキウイ試験
区の除草・雑木の切り出しなどを実施し、マルチ
ングによる育成促進などの作業を行ってきまングによる育成促進などの作業を行ってきまし
た。
同年11月には現地を再訪し、新規キウイ栽培地
の農地整備や技術指導を実施しました。ネパール
中部でのキウイ苗の植え付け適期は12月半ば以降
であることから、12月末に新規苗150本（オス30
株／メス120株）の植え付けを実施しました。こ
れにより、地域のキウイ苗植え付け面積は、IHC
キウイ栽培試験区に加えて、合計2,734㎡
（0.274ha）（1世帯当たり平均12.8本）の栽（0.274ha）（1世帯当たり平均12.8本）の栽培
地が増えました（図4）。うまく活着すれば、
2022年の秋頃には最初の収穫が見込めるものと
思います。来年にも、さらに10家族程度にキウイ
栽培地を増やしてゆく予定です。地域の小学校に
2株、病院施設の空き地にも4株を贈呈し、IHCに

よるキウイ栽培活動が地域に根付くような工夫も
実施しました。
協力農家の植えた苗は、早ければ2022年秋頃協力農家の植えた苗は、早ければ2022年秋頃に
初回の結実を見越しています。これらのキウイ苗
から年間50kgのキウイの収穫を目指しています。
現在のキウイの市場価格はkg当たり300~350ネパ
ールルピー（1ネパールルピー=1.01円。2018年5
月28日現在）と他の果物に比べて比較的高価で、
今後、キウイ収穫による収益事業が地域に大きく
貢献できることを期待しています。貢献できることを期待しています。
加えて本年は、キウイフルーツのほかにも、日
本からビワ、白桃、サクランボなどの果樹の種を
導入し、実生苗（みしょうなえ）の栽培実験に取
り組んでいます。果樹の育成は地域の緑化に貢献
するだけではなく、おいしい果実の収穫によるビ
ジネスチャンスをもたらす可能性があります。こ
れからもさまざまな果樹栽培を通じて、植林事業
を力強く補強する「アグロフォレストリー事業を力強く補強する「アグロフォレストリー事業」
（緑化と農林産物の収穫を両立する事業モデル）
を、バランジャ村を中心に展開してゆく予定で
す。

図 2 バランジャでの活動風景①
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総 会 報 告
図 2 バランジャでの活動風景②
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◇ 【パルバット郡】　昨年に引き続き、パルバ
ット郡レスパル村に昨年度新しく建設した苗畑の
整備・拡充を進めていきます。新しい事業地であ
るレスパル村の植林事業も軌道に乗ってきていま
す。ひきつづき、本会のこれまでの事業地の苗畑
管理人を送り、交流・派遣研修をするなど、事業
を通して得た叡智の有効活用方法についても住民
とともに学んでいきます。今期は5年目を迎とともに学んでいきます。今期は5年目を迎え 
2020年度の育苗目標は8,000本としています
◇ 【ミャグディ郡】　広大な植林需要を抱える
ミャグディ郡バランジャ村とジーン村も、昨年に
引き続き植林事業を推進していきます。両村は経
験を積んだ苗畑管理人の技術の向上が見られ、本
年度は各村で約 20,000～25,000本の育苗を目指
しています。
◇◇ ダウラギリ地域の事業地 3 村（ジーン村、バ

ランジャ村、レスパル村）で、年間植樹本数は合
計約 55,000本を予定しています。

11ページ「2019 年度予算実績対比表および 2020 年度予算(案)」を参照してください。

◇ 昨年に引き続き、バランジャ村のキウイ栽培
試験区の整備を実施し、本年度～来年度への最初
の結実に向けた準備を進めます。
◇ 本年もバランジャ村で協力農家10世帯程度を
募集し、キウイ苗を無償で提供し、「IHC協力農
家」としてキウイ栽培地の拡大と栽培者数の増加
による地域理解の促進を進めます。
◇◇ アカデミアでの人脈を活用し、ネパール現地
の教育機関（トリブバン大学など）、民間団体
（NGO/NPO など）、日本大使館との連携を深
め、現在の活動を農業支援・アグロフォレストリ
ーとして確立します。

植林活動等のムービーを紹介し、現在の生活林保
全や織物・紙製品による収入向上プロジェクトま
でつながっていることお話ししました。
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◇ 現地の現状や事業活動をアカデミックに調
査・分析し、成果を査読誌や学会で発表します。
地球人類が解決すべき喫緊の課題SDGsの理念のも
と、政府機関、企業、大学、NGO、プロジェクト
参画者などのマルチステークホルダーが集まり、
今後の地球規模の問題解決のあり方を協議する交
流会や勉強会などの場面に積極的に参画し、複数
セクターが協働で活動する際に大切にすべき現セクターが協働で活動する際に大切にすべき現地
側の視点や活動を提言します。

* 　　　*　　　*　　　*　　　*
上記事業計画に加え、現地ネパールの課題の上記事業計画に加え、現地ネパールの課題の発
掘や要請に臨機応変に対応することで、IHC の在
地プレゼンスを高めていきます。また、ヒマラヤ
地域に限らず、日本が抱える環境問題、とくに
SDGsへのっ貢献を各自が自覚し、本会の経験を活
かす可能性についても模索します。ヒマラヤ保全
協会(IHC)創立者：川喜田二郎によるアクション・
リサーチの手法を基盤とし、つねに現地目線でリサーチの手法を基盤とし、つねに現地目線での
国際協力と地域振興のあり方を追求して行きま
す。

本年も会員の皆様のご支援のおかげで、現地で
の2019年度活動はほぼすべてのタスクを無事に
終了することができました。本年はCOVID-19の
影響により、2月から現地へと一度も訪問できて
いません。ただし、コロナ危機終了後の活動準備

を、現地との連絡の上、着々と進めています。何
卒、引き続き、ヒマラヤ保全協会の活動にご理
解・ご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げ
ます。皆様のご参加を心よりお待ちしておりま
す。

◇ SDGsへの取り組みをするマルチステークホル
ダー(政府機関、企業、NGO、教育機関など)の共
同勉強会に参加し、各セクターの得意分野を活か
した課題対処法や取り組み方への学びを進めま
す。
◇◇ 昨年に引き続き、SDGsに向けた環境保全や生
産体制のあり方に目を向け、産学官の様々な立場

の人々とのネットワークキングを推進し、IHCが
人と知識をつなぎ合わせるハブ機能の確立を目指
します。

本年度より第23回ネパール・ヒマラヤ山岳エコ
ロジースクールについては、開催に向けた準備を
進めます。

◇ グローバルフェスタ2019年度（10月）に出展
し、本会の活動を広く一般の皆様に伝えます。
◇ 現地・国内の活動はホームページで随時報告し
会報「シャングリラ」は年に2回発行します。
◇◇ 日本国内の山岳地方が直面している問題を調査
し、途上国のフィールドでの問題解決の経験と成
果を活かした国内・海外の双方向での活動の可能
性を模索します。

11ページ「2019 年度予算実績対比表および 2020 年度予算(案)」を参照してください。
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理事
布施達治報 告察視

キゥイ畑をルケシュさ
んに見せてもらいまし
た。土壌、気候が合う
のか、思った以上にキ
ゥイ苗は元気に育って
いて安心しました。マ
ルチングもきちんとさ
れていました。土壌れていました。土壌も
有機質のたっぷり入っ
た肥えた土でした。

前号にネパール出張報告（速報）を掲載していただ
きましたが、あらためて出張報告をさせていただきま
す。ヒマラヤ保全協会の会員になってから、初のネパ
ール現地活動訪問となり、張り切って視察および現地
での作業に取り組んできました。以下では、前回報告

での作業に取り組んできました。以下では、前回報告
できなかった内容を加えながらの、バランジャ村での
植林およびキゥイ栽培のプロジェクト視察の報告とな
ります。

グ等の商品を見
せていただきな
がら、今後の注
文や取り扱いに
ついてWSDOス
タッフの方々と
話 し 合 い を 持
ち、前向きなち、前向きな返
答をいただきま
した。

村の共同作業場と自宅で家事の傍ら商品生産に従事す
る数軒の女性宅を見学することができました。今回の
見学を通して、山村の女性の地位向上と生活改善に貢
献するWSDOと多少とも連携するのは、私たちにとっ
て意義のあることだという思いを強くしました。

WSDO 村の共同作業場

WSDO 訪問

また、ポカラ近隣
の村々での生産現
場を是非見て欲し
いと言っていただ
いたので、バラン
ジャ村からポカラ
に戻った後の1日
を使って、WSDを使って、WSDO
スタッフのタパさ
んの案内で近郊の

プロジェクト参加者全員の集合写真 今回定植したキゥイ苗
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雹の被害を受けた苗も若干ありましたが、おおむね順
調な生育だと思いました。翌年以降の収穫に期待が持
てそうでした。バランジャ入りが遅れたのでこの日は
何もできませんでした（迎えに来る荷物運びの子供た
ちが2時間遅れて来た）。翌日、朝8時にキゥイ苗の定
植希望者全員を集めていたのですが、全員そろったの
は10時少し前でした（ネパールではよくあることで
す）。10時から苗の植え付け方法に関する詳しいレす）。10時から苗の植え付け方法に関する詳しいレク
チャーをルケシュさんが行いました。私は、自己紹介
と日本から運んで行った苗の成長促進ホルモン剤の使
用法、そして果樹を植える際の一般的な心得（初めの
数年は収穫より樹形づくりが大切etc.）を話しました。
レクチャーの後で、苗を雄株、雌株均等に分配して各

村の学校の職員室で先生たちと
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第5回　ネパール語を学ぶ・・・「これネパール語でなんて言うの?」

ナマステ。ネパールの街を歩いたり、ネパール
人（ネパリ）と話したりすると、これってネパー
ル語（これもネパリ）の単語でなんて言うんだろ
うかと知りたくなることが頻々とあります。初め
のうちは「これネパール語でなんていうの？」と
尋ねる表現を知らなかったので、「ヨ　ケ　ホ？
（これは何ですか？）」を連発していましたが、
相手のネパリが気遣ってくれて、英単語で「ト相手のネパリが気遣ってくれて、英単語で「トメ
イト(tomato)」とか「ポテイト（potato）」とか
答えてくれたりするので、がっかりすることがよ
くありました。「In　Nepali！（ネパール語
で！）」と再度迫れば、ネパール語での答えもく
れるのですが、「○○ライ　ネパリマ　ケ　バン
ツァ？（○○をネパール語で何というの？）」と
いう的確な表現を知ってからは、身近なネパーいう的確な表現を知ってからは、身近なネパール
単語をどんどん増やせるようになりました。「○
○」のところには、英単語を知っていればそのま
ま代入してOKです。例えば「トメイトライ　ネパ
リマ　ケ　バンツァ？」に対しては「ゴルベラ
（トマト）　バンツァ」と一発で答えてくれま
す。該当する英単語がわからない時は、対象物を
指さしながら「○○」のところに「イェス（指さしながら「○○」のところに「イェス（こ
れ）」と入れて言えばいいのです。ジャガイモを
指さして「イェスライ　ネパリマ　ケ　バンツ
ァ？」には「アルー（ジャガイモ）　バンツァ
」、鶏卵を指さして言えば「ククラコ（鶏の）　
アンダ（卵）　バンツァ」。すっきりです。ま
た、逆に、ネパリに対して、あるもの（○○）を
日本語の単語で何というのか教える時には、「日本語の単語で何というのか教える時には、「○
○ライ　ジャパニマ　（ここに該当する日本語の
単語）　バンツァ！」と言えばいいわけです。

○○ライ ネパリマ

　ケ　

バンツァ？

さて、現在日本のほとんどのインドカレー屋さ
んでは、実はインド人ではなくネパリたちが働い
ているのはご存知でしょうか。
というわけで、ネパール語を学習したいIHCというわけで、ネパール語を学習したいIHC会
員の方は、お近くのインドカレー屋さんで「これ
ネパール語でなんて言うの？」に是非トライして
みて下さい。ネパールに行かなくても、すぐ近く
でネパール語学習およびネパリたちとの交流がで
きます。最後に、話のついでに、食事や食材がら
みで、知っておくと便利なネパール単語を20ほど
あげておきますので是非ご記憶ください。あげておきますので是非ご記憶ください。

それではまた。（文責：布施達治）

①食事・料理（カーナー）
②水（パーニー）
③米のごはん（バート）
④豆のスープ（ダルスープ）
⑤野菜（サーグ）
⑥肉（マース）
⑦牛乳（ドゥードゥ）⑦牛乳（ドゥードゥ）
⑧ヨーグルト（ダーヒ）
⑨お菓子（ミタイ）
⑩漬物（アチャール）
⑪ビール（ビャール）
⑫ホウレンソウ（パルンゴ）
⑬なす（バンタ）
⑭玉ねぎ（ピャーズ）⑭玉ねぎ（ピャーズ）
⑮大根（ムラ）
⑯魚（マチャ）
⑰バナナ（ケラ）
⑱マンゴー（アンプ）
⑲唐辛子（クルサニ）
⑳キノコ（チャウ）
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川喜田二郎先生の生誕100年

2020年5月11日は、
川喜田二郎先生（初代会長）の生誕100
年でした。
懐かしい写真で先生を偲びましょう。
(なお、先生は　２００９年７月８日に
８９才で逝去されました。)

2019年７月８日は、川喜田先生の１０回忌の命
日でした。「やぁ、イマバシくん。単なる参加じ
ゃだめなんだ。参画の精神。それと徹底したボト
ムアップが大切なんだ。ＫＪ法は、アテハメやト
ップダウンとはまったく反対。おのれを空しうし
てデータをして語らしむべし。」と、相変わらず
夢とロマンの川喜田節で、誰でもその気にさせて
しまうＫＪ先生の声が聞こえてきました。しまうＫＪ先生の声が聞こえてきました。

会員の今橋様から川喜田先生（初代会長）の写
真(2001年撮影）とメッセージをいただきまし
た。

(上左)川喜田二郎先生

ネパールでの川喜田先生
(上右)チベット人村でスケッチする。
(下左)村の主僧ラマ・ニマと。
(下右)綱を渡って寺へ向かう。
(いずれも高山龍三撮影,1958年)

(出典　「川喜田二郎の仕事と自画像」)(出典　「川喜田二郎の仕事と自画像」)

川喜田研究所（都立大学）左：川喜田先生、右：会員の今橋さん (出典：今橋さん)

2004年ご自宅（都立大学）近くの
公園で会員たちとお花見
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務事 だより局
IHCNのフィールドスタッフのチトラさんがIHCを卒業しました!

I would like to thank to IHC-Nepal, IHC-Japan, Dr 
Mahabir Pun Ji, Nar Pun Ji, Dr Mizuno Ji, 
HiroshiHiroshi TanakaJi, DrTatuhiro TanokuraJi and 
Yuki Toda Ji who provided me a great platform to 
serve for 18 years. In eighteen years of working, 
I have learned an art of working in my life which 
will definitely teach me to go ahead and make 
better platform in the future. 
I'mI'm owe to the people of Shalija, Nangi, Aula, 
Tikot, Khibang, Paudwar, Narchyang, Doba, Bega, 
Dagnam, Jhin, Baranja, Lespar village and Lukesh 
Guru who were supportive and cooperative all 
the time. 
Thank you all of you and Namaste !!

IHC-Nepal, IHC-Japan, 関係者の皆様　素晴ら
しいプラットフォーム
を提供してくれてありがとう 
私は18年間の仕事を通して働く技術を学び, 将
来さらに良いプラットフォームを作ることがで
きると思います。.
１３の村々とスタッフのルケシュにいつも支１３の村々とスタッフのルケシュにいつも支え
られ, 一緒の仕事ができました。
みんなありがとう, ナマステ!!

チトラさん、長い間活動を支えてくださり、ありがとう
ございました！チトラさんからのメッセージです。

2005年12月パウダル村のチーズ工場にて


